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隈
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新

伊
佐
市
長

謹賀新年謹賀新年
新
し
き
命

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

伊
佐
市
が
誕
生
し
て
お
か
げ
さ
ま
で
四
年
目

を
迎
え
ま
す
。『
伊
佐
市
』
と
い
う
名
と
ひ

び
き
が
こ
の
三
年
間
で
定
着
し
た
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。
東
海
や
関
西
、
北
九
州
で
伊
佐

の
ふ
る
さ
と
会
が
発
足
し
、
今
年
は
関
東
に

お
い
て
も
設
立
予
定
で
す
。
ふ
る
さ
と
大
使

の
皆
さ
ま
に
は
伊
佐
市
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
会

の
取
り
ま
と
め
に
も
ご
苦
労
い
た
だ
き
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　郡
山
八
幡
神
社
に
参
拝
し
、
新
年
の
記
帳

を
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
と
安

心
、
生
命
と
財
産
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
る
よ

う
に
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
守
っ
て
い
く

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。
昨
年
は

新
燃
岳
の
噴
火
で
驚
か
さ
れ
、
続
い
て
東
日

本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
が
起
き
、

福
島
原
発
の
事
故
の
深
刻
さ
に
も
苦
し
ん
で

い
る
状
態
を
思
え
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

被
災
地
へ
の
支
援
や
心
を
寄
せ
る
活
動
は
大

切
な
こ
と
で
、
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
ま
で
は

伊
佐
郡
の
六
ヶ
町
村
と
し
て
一
体
感
の
あ
る

地
域
で
し
た
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
県
大

会
は
〝
郡
代
表
〟
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
抱

き
、
肩
に
背
負
っ
て
頑
張
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

伊
佐
郡
か
ら
新
し
い
伊
佐
市
へ
と
な
り
、
こ

の
三
年
間
で
次
第
に
「
古
き
良
き
時
代
の
伊

佐
郡
」
と
「
未
来
へ
羽
ば
た
く
伊
佐
市
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
象
徴
的

な
姿
と
し
て
、
湯
之
尾
神
社
奉
納
神
舞
を
は

じ
め
と
す
る
伝
統
芸
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
結
い
の
助
け
合
い
が
あ
り
、
新
曽
木
大

橋
の
完
成
や
時
代
を
先
取
り
す
る
小
水
力
発

電
施
設
建
設
が
あ
り
ま
す
。

　今
年
は
、
干
支
の
〝
龍
〟
の
よ
う
に
勢
い

の
あ
る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。
ブ
ー
タ
ン

で
は
〝
龍
〟
は
国
旗
に
使
わ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
、
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
神
の
化
身
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
度
）
へ
考
え
方

を
変
え
る
こ
と
が
、
成
熟
し
た
社
会
の
価
値

観
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。
伊
佐
市
は

落
ち
着
い
て
穏
や
か
に
住
め
る
最
高
の
ま
ち

で
あ
り
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
適
正
な
規
模

で
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
育
て
日

本
一
、
障
が
い
者
や
お
年
寄
り
の
住
み
や
す

い
市
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　皆
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
の
暮
ら
し
が
、

穏
や
か
で
、
事
故
や
災
害
の
な
い
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
輝
く
明
日
の
光

を
信
じ
て
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　
　新
し
き
命
宿
り
て
初
参
り　

‐
新
‐

2012
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新年のあいさつ

伊
佐
市
議
会
議
長

山
下　

親
志

謹賀新年謹賀新年
誠
心
誠
意

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。　こ

の
一
年
、
国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨

年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
が
、
巨
大
な
津
波
被
害
を
沿
岸
各
地

に
も
た
ら
し
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
大
地
震
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
深
刻
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
、

原
発
周
辺
住
民
が
避
難
す
る
非
常
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
伊
佐
市
と
し
ま
し
て
は
、
東
北

地
方
の
3
県
に
伊
佐
米
を
送
り
、
ま
た
4
月

に
は
支
援
先
を
宮
城
県
南
三
陸
町
と
し
て
職

員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
伊
佐
米
と
市
民

の
方
や
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
物
資
を

送
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
市
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
６
、７

月
の
集
中
豪
雨
で
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

地
域
防
災
の
再
検
証
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
必
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　伊
佐
市
の
昨
年
の
新
し
い
出
来
事
と
し
ま

し
て
は
、「
お
ぎ
ゃ
ー
献
金
」発
祥
の
地
に〝
子

ど
も
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
笑
（
す
ま
い
る
）〟

が
開
所
し
、
保
護
者
に
と
っ
て
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
11
月
5
日
に
は
、
新
曽
木
大
橋
が

開
通
し
、
長
さ
２
０
４
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約

70
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
斜
張
橋
が
そ
の
雄
姿

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　一
方
、
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
議
会
改
革

の
一
歩
と
し
て
12
月
議
会
で
議
員
定
数
を
22

人
か
ら
18
人
へ
と
削
減
し
ま
し
た
。
今
後
も

さ
ら
な
る
行
政
へ
の
監
視
お
よ
び
評
価
を
は

じ
め
独
自
の
政
策
立
案
な
ど
、
議
会
機
能
の

一
層
の
充
実
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　こ

れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
政
課
題
の

解
決
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
十
分

お
聴
き
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
市
議
会
の
改
革
・
活
性
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

　新
春
に
臨
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り

多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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下
しもですいてん

手水天神社

南
みなみかた

方神社 菅
すがわら

原神社

箱
はこざき

崎神社

湯
ゆ の お

之尾神社

由　緒　菱刈院の領主である菱刈重州（14 代）
の名の入った神鏡や鰐

わ に ぐ ち

口があることから、菱刈
氏の手厚い保護を受けていたと思われます。
　毎年例祭に奉納される湯之尾神舞は、県の無
形民俗文化財の指定を受けており、３年毎の大
祭では 26 番全ての舞が奉納されます。

鎮座地
菱刈川北字上原

由　緒　伝承によれば旧羽月村金波田に鎮座さ
れていたが、ある年の洪水で流されて現在の地
に留まり、奉祀されました。
　例祭に奉納される錫

しゃくじょうおど

杖踊りは、県の無形民俗
文化財の指定を受けています。また、例祭の夜
はそば祭りとして下手集落で手打ちそばが振舞
われます。最近ではそばを打つ家庭は少なくな
ってきたものの、伝統は引き継がれています。

鎮座地
菱刈下手字諏訪前

由　緒　文明年間の菱刈氏の棟札があることか
ら、勧

かんじょう

請は文明年間と思われます。天正年間の
島津忠豊の棟札もあります。
　境内には、市の指定文化財になっている田之
神像や江戸時代の馬越の石工海老原源左エ門作
の仁王像・龍形燈篭があります。

鎮座地
菱刈南浦字麓

由　緒　文禄５年（1596）８月、馬越の地頭・
大島出羽守忠泰の勧

かんじょう

請で、山野と馬越の地頭と
なり馬越に居住したとされます。
　祭神は、学問の神様でおなじみの菅原道真公
です。　

鎮座地
菱刈前目字前目

由　緒　市山地区はむかし、市山（一山）村と
いい、筑前の国（福岡県）筥崎宮の神領でした。
　本殿の屋根は桟瓦葺きの流れ造りで、本殿正
面扉上の蟇

かえるまた

股の様式・正面角柱間の頭貫の様式
・虹梁などに室町時代の建築様式をうかがうこ
とができます。本殿と宮殿は、国の有形文化財
に、境内にある龍形石燈篭と青

しょうめん

面金
こ ん ご う

剛庚
こ う し ん と う

申塔は、
市の文化財に指定されています。

鎮座地
菱刈市山字宮ノ下

※勧請：神仏の来臨を請うこと。

ふ

る

さ

と

特

集

お

探訪
社
やしろ
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郡
こおりやまはちまん

山八幡神社

熊
くまの

野神社

荒
あらせ

瀬神社羽
は

神社

白
しらき

木神社

由　緒　建久 5 年（1194）菱刈重妙によって
建立されたといわれています。
　昭和 29 年の解体修理の際、本殿北東の柱貫
の先端から宮大工の落書きが発見されました。
この落書きは、永禄 2 年（1559）に書かれた
もので、日本国内で一番古い“焼酎”の文字と
されており貴重な民俗資料です。
　本殿は、国の重要文化財に指定されています。

　初詣は、以前は元旦に限られたものでし

たが、今では、松の内（お正月の松飾をつ

けておく期間で1/7）までに済ませておけ

ば良いと云われているそうです。

　三が日、込み合う市外へ出かけるよりも、

少し日をずらして、身近にある“お社”で

ゆっくりと神様に願い事をしてみましょう。

神様もじっくり聞いてくれるかも知れませ

んよ。

鎮座地　
大口大田字八幡山

由　緒　延徳 4 年（1492）に紀州熊野神社を
勧
かんじょう

請したと伝えられ、山野郷の宗社として領民
に信仰されました。紀州熊野神社は平家の氏神
であり平家の全盛期には、熊野信仰も盛んにな
り全国へ波及しました。
　参道の階段を昇ると、太平洋戦争終結の軍旗
奉還の碑や県議長岩切大郎吉銅像の台座が残っ
ています。

鎮座地
大口山野字平

由　緒　むかし、湯之尾川南の荒瀬にあったが、
川内川の大洪水により流され、この地では悪瀬
大明神と呼ばれ曽木の人々の先祖御霊屋として
祭られました。
　神話によると海神（豊

と よ た ま ひ こ の み こ と

玉比古尊）の娘の豊
と よ た ま

玉
姫
ひめのみこと

尊は、安産の神として親しまれています。

鎮座地
大口曽木字荒瀬

由　緒　針持は都城島津氏庶流、北郷家領地の
飛地であり北郷家の氏神である白

しらはほのいかづち

羽火雷明
みょうじん

神を
分霊して針持に勧

かんじょう

請し、村の産土神としました。
　境内には、牛馬の守護神である葉山神社や安
永 8 年（1779）に石段を造った時の庚申供養
塔もあります。

鎮座地
大口針持字兎田

由　緒　白木山長福寺というお寺の観音堂があ
りましたが、明治初年の廃

は い ぶ つ

仏棄
き し ゃ く

釈で白木神社と
なりました。観音さまは、安産の神様で、参拝
者も多く、以前は赤ちゃんのよだれ掛けが供え
られていたそうです。また、毎年元旦と 7 月の
例大祭時には、ご開帳があり、大変美しい白木
観音像を拝顔できます。本殿・観音像は、県の
文化財に指定されています。

※紙面の都合上、旧町村などから１つずつ掲載。
　参考資料：伊佐郡神社誌

鎮座地
大口白木字鍋山



ISA City Public Relations  2012.01.01　　6

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
の
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
者
発
表

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
の
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
者
発
表

◆
銀
杏
文
芸
賞

エ
ッ
セ
イ
部
門

最
優
秀
賞

　鬼
塚
良
子
（
姶
良
市
）

優
秀
賞

　大
迫
邦
蔵
（
薩
摩
郡
）

　
　
　
　
　桐
木
平
十
詩
子
（
霧
島
市
）

佳

　
　作

　若
宮
耕
三
（
日
置
市
）

　
　
　
　
　間
庭
榮
子
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　石
原
百
合
子
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　谷
口
道
与
（
鹿
児
島
市
）

短
歌
部
門

最
優
秀
賞

　大
西
隼
人
（
福
岡
県
福
岡
市
）

優
秀
賞

　巻
桔
梗
（
福
岡
県
宗
像
市
）

　
　
　
　
　中
馬
絅
（
霧
島
市
）

佳

　
　作

　吉
原
三
保
子
（
西
之
表
市
）

　
　
　
　
　大
野
英
子
（
福
岡
県
福
岡
市
）

　
　
　
　
　渡
辺
美
智
子
（
大
分
県
臼
杵
市
）

　
　
　
　
　山
本
澄
子
（
薩
摩
川
内
市
）

特
別
賞

　藤
林
正
則
（
北
海
道
稚
内
市
）

◆
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル

感
想
画

▽
小
学
１
年
生

優
秀
賞

　東
條
彩
乃
（
建
昌
小
）

優
良
賞

　永
田
凜
々
花
（
建
昌
小
）

　
　
　
　
　森
島
も
も
（
建
昌
小
）

入

　
　選

　永
池
友
輝
（
大
川
内
小
）

　直
木
賞
作
家
で
伊
佐
市
の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
故
海
音
寺
潮
五
郎
先
生
を
記
念
し
た
コ
ン
ク
ー

ル
に
、
市
内
外
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　江
幡
悟
志
（
鹿
児
島
南
小
）

　
　
　
　
　村
上
章
（
建
昌
小
）

　
　
　
　
　井
手
口
暖
（
建
昌
小
）

▽
小
学
２
年
生

優
秀
賞

　井
上
夢
叶
（
針
持
小
）

優
良
賞

　長
野
心
美
（
山
野
小
）

　
　
　
　
　植
林
拓
心
（
轟
小
）

入

　
　選

　土
屋
日
星
（
大
口
東
小
）

　
　
　
　
　橋
一
成
（
轟
小
）

　
　
　
　
　吉
永
千
尋
（
大
川
内
小
）

　
　
　
　
　柿
木
あ
す
み
（
平
出
水
小
）

感
想
文

▽
小
学
３
年
生

優
秀
賞

　前
田
好
裕
（
湯
之
尾
小
）

優
良
賞

　竹
山
寛
人
（
牛
尾
小
）

　
　
　
　
　沖
田
菜
月
（
曽
木
小
）

入

　
　選

　古
家
楓
野
（
建
昌
小
）

　
　
　
　
　有
吉
陽
菜
（
南
永
小
）

　
　
　
　
　宮
内
孝
幸
（
桜
丘
東
小
）

　
　
　
　
　野
元
惟
吹
（
平
出
水
小
）

▽
小
学
４
年
生

優
秀
賞

　石
本
亮
（
羽
月
小
）

優
良
賞

　西
窪
大
琳
（
牛
尾
小
）

　
　
　
　
　久
木
田
愛
美
（
山
野
小
）

入

　
　選

　笹
山
明
日
香
（
川
原
小
）

　
　
　
　
　菊
川
僚
真
（
寿
北
小
）

　
　
　
　
　中
村
京
馬
（
大
口
東
小
）

　
　
　
　
　西
川
達
也
（
南
永
小
）

▽
小
学
５
年
生

優
秀
賞

　今
村
望
来
（
羽
月
小
）

優
良
賞

　今
野
朝
時
（
南
永
小
）

　
　
　
　
　沖
田
千
春
（
曽
木
小
）

入

　
　選

　森
原
明
日
香
（
曽
木
小
）

　
　
　
　
　竹
之
内
竜
矢
（
大
口
東
小
）

　
　
　
　
　森
稀
愛
（
建
昌
小
）

　
　
　
　
　中
西
ほ
の
か
（
大
口
小
）

▽
小
学
６
年
生

優
秀
賞

　六
笠
正
絃
（
姶
良
小
）

優
良
賞

　濱
田
美
和
（
山
野
小
）

　
　
　
　
　大
浦
美
里
（
羽
月
北
小
）

入

　
　選

　村
上
雄
哉
（
山
野
西
小
）

　
　
　
　
　濵
﨑
健
志
（
瀬
々
串
小
）

　
　
　
　
　平
谷
優
陽
（
田
中
小
）

　
　
　
　
　清
水
綾
乃
（
立
神
小
）

▽
中
学
１
年
生

優
秀
賞

　米
村
泉
思
（
大
口
南
中
）

優
良
賞

　矢
﨑
千
聖
（
大
口
明
光
学
園
）

　
　
　
　
　橋
口
綾
佳
（
大
口
南
中
）

入

　
　選

　早
﨑
佐
和
子
（
武
中
）

　
　
　
　
　川
﨑
和
音
（
江
内
中
）

　
　
　
　
　君
付
大
樹
（
菱
刈
中
）

　
　
　
　
　二
宮
花
音
（
舞
鶴
中
）

▽
中
学
２
年
生

優
秀
賞

　田
畑
千
秋
（
大
口
南
中
）

優
良
賞

　北
園
琴
未
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　梨
木
祐
実
（
大
口
南
中
）

入

　
　選

　西
あ
か
ね
（
大
口
明
光
学
園
）

　
　
　
　
　筌
場
葵
（
大
口
明
光
学
園
）

　
　
　
　
　玉
城
ひ
と
み
（
大
口
明
光
学
園
）

　
　
　
　
　坂
元
里
帆
（
大
口
中
）

▽
中
学
３
年
生

優
秀
賞

　近
藤
菜
央
（
大
口
南
中
）

優
良
賞

　山
元
康
暉
（
伊
敷
中
）

　
　
　
　
　德
永
ひ
な
の
（
山
野
中
）

入

　
　選

　山
下
文
乃
（
大
口
中
）

　
　
　
　
　黒
木
み
の
り
（
大
口
南
中
）

　
　
　
　
　山
下
一
真
（
大
崎
第
一
中
）

▽
高
校
１
年
生

優
秀
賞

　松
木
沙
衣
（
出
水
高
）

優
良
賞

　福
留
咲
希
（
市
来
農
芸
高
）

　
　
　
　
　出
水
里
奈
（
大
口
高
）

入

　
　選

　園
田
萌
絵
（
種
子
島
中
央
高
）

　
　
　
　
　出
水
里
佳
（
大
口
高
）

　
　
　
　
　椿
妃
南
子
（
大
口
明
光
学
園
）

　
　
　
　
　森
麻
理
乃
（
大
口
明
光
学
園
）

▽
高
校
２
年
生

優
秀
賞

　平
野
成
美
（
大
口
高
）

優
良
賞

　餅
井
あ
か
ね
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　原
之
下
彩
華
（
大
口
高
）

入

　
　選

　麥
生
田
将
大
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　小
屋
敷
衿
香
（
大
口
高
）

　
　
　
　
　前
田
玲
奈
（
大
口
明
光
学
園
）

　
　
　
　
　有
木
静
香
（
大
口
明
光
学
園
）

▽
高
校
３
年
生

優
秀
賞

　西
綾
（
出
水
高
）

優
良
賞

　野
畑
万
葉
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　西
前
里
菜
（
加
世
田
高
）

入

　
　選

　折
口
由
香
理
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　寄
井
田
裕
美
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　冨
田
綾
香
（
出
水
高
）

　
　
　
　
　貴
島
知
世
（
出
水
高
）

学
校
賞

優
秀
賞

　姶
良
市
立
建
昌
小
学
校

　
　
　
　鹿
児
島
県
立
出
水
高
等
学
校
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エ
ッ
セ
イ
部
門

エ
ッ
セ
イ
部
門

ミ
シ
ン

遠
目
に
は
こ
が
ね
の
花
の
咲
く
ご
と
く
琵
琶
の
実
の
な
る
ひ
と
棲
ま
ぬ
家

枇
杷
の
実
に
「
墜
ち
よ
、
生
き
よ
」
の
沙
汰
あ
れ
ば
阿
と
言
ふ
間
も
な
く
地
を
撃
ち
て
落
つ

鈴
な
り
に
熟
れ
て
木
に
あ
る
枇
杷
の
実
と
砕
け
て
道
に
す
で
に
朽
ち
る
と

是
非
も
な
く
枇
杷
落
ち
つ
く
す
ゆ
く
た
て
を
ご
破
算
に
し
て
夏
の
風
吹
く

繁
る
葉
が
月
を
遮
り
十
六
夜
に
闇
を
抱
き
て
枇
杷
の
木
は
立
つ

枇
杷
の
実

姶
良
市

　
　鬼
塚

　良
子

an  excellent  work

福
岡
県
福
岡
市　

大
西　

隼
人

短
歌
部
門

短
歌
部
門

　八
十
路
に
近
づ
い
た
今
、
最
も
頭
を
悩
ま
す
の

は
所
帯
道
具
の
処
分
で
あ
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の

小
さ
な
家
に
は
タ
ン
ス
を
は
じ
め
雑
多
な
品
々
が

ひ
し
め
い
て
い
る
。
食
器
や
衣
類
な
ど
は
折
々
に

捨
て
て
き
た
が
、
ど
う
し
て
も
捨
て
き
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。
か
つ
て
の
子
供
部
屋
に
鎮
座
し
て
い

る
ミ
シ
ン
も
そ
の
ひ

と
つ
だ
。

　五
十
年
余
り
連
れ

添
い
、
わ
た
し
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
つ
ぶ
さ

に
見
て
き
た
相
棒
だ

け
に
、
行
く
末
を
思

う
と
身
を
き
ら
れ
る
よ
う
な
辛
さ
が
あ
る
。
こ
の

ミ
シ
ン
に
は
、
不
遇
な
晩
年
を
送
っ
た
父
が
重
な

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　父
が
突
然
脳
出
血
を
起
こ
し
て
床
に
伏
し
た
の

は
昭
和
三
十
年
代
の
初
め
、七
十
歳
の
時
で
あ
る
。

手
足
が
萎
え
て
、
倒
れ
た
そ
の
時
か
ら
介
護
が
必

要
に
な
る
こ
の
病
気
は
、
中
風
と
い
う
名
の
厄
介

病
で
あ
っ
た
。

　母
は
す
で
に
亡
く
、
三
人
の
兄
た
ち
は
い
ず
れ

も
県
外
で
所
帯
を
構
え
て
い
た
の
で
、
父
の
身
の

回
り
の
世
話
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
一
人
娘
の
私

に
宛
が
わ
れ
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
途
方
に

く
れ
た
が
、
幸
い
、
近
く
に
住
む
叔
母
が
看
病
の

手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　や
っ
て
き
た
叔
母
が
背
負
っ
て
い
る
の
は
、
古

着
を
裂
い
て
拵
え
た
父
の
た
め
の
緥お

し
め
で
あ
る
。
長

患
い
の
姑
を
看
取
っ
た
経
験
か
ら
、
何
よ
り
こ
れ

が
肝
心
だ
と
言
い
、
早
速
特
訓
が
始
ま
っ
た
。

　「一
番
の
大
仕
事
じ
ゃ
、
し
っ
か
り
見
て
お
か

ん
と
い
か
ん
よ
」

　言
う
が
早
い
か
病
人
の
寝
間
着
の
裾
を
は
ぐ

り
、
取
あ
え
ず
当
て
て
お
い
た
古
タ
オ
ル
を
一
気

に
取
り
外
す
。
わ
た
し
は
思
わ
ず
目
を
そ
ら
し
て

後
退
っ
た

　「娘
ん
子
が
や
る
よ
う
な
仕
事
じ
ゃ
な
か
ど
ん

仕
方
の
な
か
。
お
ま
え
が
気
張
ら
ん
と
な
あ
」

　父
に
二
晩
付
き
添
っ
て
く
れ
た
叔
母
が
帰
る
と

腹
が
据
わ
り
、
洗
濯
も
下
の
世
話
も
日
課
に
な
っ

た
。
有
難
い
こ
と
に
実
家
の
前
の
道
路
沿
い
に
は

霧
島
山
系
の
川
が
な
が
れ
て
お
り
、
集
落
の
洗
い

場
に
な
っ
て
い
た
。
洗
濯
は
も
と
よ
り
農
具
や
牛

馬
を
洗
い
に
村
人
が
や
っ
て
く
る
。
夕
方
の
ひ
と

と
き
、
川
は
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い
た
が
、

私
は
敢
え
て
そ
の
時
間
を
避
け
た
。
村
の
お
ば
さ

ん
達
と
顔
を
合
わ
せ
そ
う
も
の
な
ら
、
父
の
病
状

を
訊
か
れ
た
り
「
若
か
娘
が
な
ぁ
」
と
同
情
さ
れ

た
り
で
足
止
め
を
食
う
こ
と
に
な
る
。
父
が
着
物

を
汚
し
た
と
き
な
ど
、
朝
の
薄
暗
い
う
ち
に
土
手

を
降
り
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
日
日
が
二
年
ほ
ど
続
き
新
し
い
年
が

明
け
た
こ
ろ
、
父
に
も
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き

て
、
尻
を
引
き
ず
り
な
が
ら
部
屋
を
移
動
す
る
ま

で
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
安
堵
も
つ
か
の
間
、
病

は
急
変
し
て
あ
っ
け
な
く
旅
立
っ
た
の
で
あ

る
。　父

と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
兄
た
ち
か
ら

贈
り
物
が
届
い
た
。
足
踏
み
式
の
ミ
シ
ン
で
あ

る
。
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
、
寝
た
き
り
の
父
親

の
世
話
を
す
る
妹
が
不
憫
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
褒
美
で
も
と
、
話
し
て
い
た
ら
し
く
、

あ
い
つ
は
洋
裁
好
き
だ
か
ら
と
、
三
人
で
お
金

を
出
し
合
っ
て
買
っ
た
の
だ
と
言
う
。
願
っ
て

も
手
に
入
ら
な
か
っ
た
高
価
な
ミ
シ
ン
の
こ
も

包
み
を
解
き
な
が
ら
、
兄
た
ち
の
気
持
を
思
っ

た
。
や
は
り
遠
く
か
ら
見
て
い
て
く
れ
た
の
だ

と
、
優
し
さ
が
嬉
し
か
っ
た
。
以
来
、
こ
の
ミ

シ
ン
は
わ
た
し
の
相
棒
と
し
て
今
日
ま
で
寄
り

添
っ
て
い
る
。

　結
婚
後
、
夫
の
転
勤
で
移
り
住
ん
だ
山
口
県

を
皮
切
り
に
、
ミ
シ
ン
と
共
に
連
絡
船
に
乗
っ

て
瀬
戸
内
海
を
渡
り
、
四
国
の
阿
波
の
町
で
も

暮
ら
し
た
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
こ
ろ
は
、
も

っ
ぱ
ら
子
供
服
縫
い
に
奮
闘
し
た
。
幼
い
二
人

の
子
が
い
つ
も
踏
み
板
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
た

姿
が
浮
か
ぶ
。

　四
国
か
ら
長
崎
に
移
る
と
、
い
よ
い
よ
ミ
シ

ン
の
全
盛
期
で
あ
る
。
折
か
ら
高
度
成
長
期
、

町
中
が
好
景
気
に
沸
い
て
い
た
。
歩
を
合
わ
せ

る
よ
う
に
息
子
ら
も
学
齢
期
に
入
り
、
教
育
費

は
夫
婦
の
財
布
を
お
び
や
か
し
た
。
わ
た
し
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
洋
裁
店
に
駆
け
込

み
、
運
良
く
下
請
け
の
仕
事
に
あ
り
つ
い
た
。

裁
断
し
た
生
地
を
預
か
り
、
指
定
日
ま
で
自
宅

で
仕
上
げ
る
内
職
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
イ
ー

ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
婦
人
服
で
、
期
限
は
五
日
以

内
、
時
に
は
配
達
員
が
急
ぎ
の
仕
事
を
持
っ
て

く
る
。
す
る
と
夕
飯
の
支
度
時
は
戦
々
恐
々

だ
。
コ
ン
ロ
に
か
け
た
鍋
を
見
て
は
ミ
シ
ン
を

踏
み
、
身
頃
を
縫
う
と
ま
た
台
所
に
立
つ
。

　妻
が
内
職
す
る
の
を
本
位
と
し
な
い
大
正
生

ま
れ
の
夫
が
、
帰
宅
早
々
こ
れ
に
出
く
わ
す
と

決
ま
っ
て
小
言
を
始
め
、
一
方
で
は
子
ら
が
晩

ご
飯
を
催
促
す
る
。
狭
い
宿
舎
は
戦
場
さ
な
が

ら
で
あ
っ
た
。

　こ
ま
め
に
手
入
れ
し
て
き
た
甲
斐
あ
っ
て
、

半
世
紀
過
ぎ
た
今
も
ミ
シ
ン
の
性
能
は
衰
え

ず
、
踏
板
に
足
を
乗
せ
る
と
軽
快
な
音
を
聞
か

せ
る
。
ま
た
活
躍
の
時
が
き
た
と
喜
ん
で
い
る

よ
う
だ
。

　あ
の
子
が
も
ら
っ
て
く
れ
な
い
か
な
あ
。

　あ
の
人
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　我
が
相
棒
の
落
ち
着
き
先
は
、
当
分
決
ま
り

そ
う
に
な
い
。

銀
杏
文
芸
賞

　最
優
秀
作
品
紹
介

銀
杏
文
芸
賞

　最
優
秀
作
品
紹
介
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行政からのお知らせ

問い合わせ先　市福祉事務所子育て支援係　　  ☎�１３１１○内　　１２６２～１２６４

　『この高校に通っている生徒の約８割は、中
学校時代に不登校を経験していますが、その大
半の子どもが今は元気で高校生活を楽しんでい
ます。』（学校のホームページから）この高校の
校長先生からの熱いメッセージを一緒に聞きま
せんか。きっと、子どものすごい可能性に気づ
き、子どもを見る目が変わると思います。
日　時　１月 27 日（金）
　　　　18 時 30 分～ 20 時 30 分
場　所　大口ふれあいセンター３階
　　　　多目的ホール
対象者　子どもの気持ちを知りたい人ならどな
　　　　たでも。
託　児　なし

　「発達とは矛盾をのりこえること」の著者で、
子どもの育ちの道すじや子どもの気持ちを知り
つくしている先生です。ソフトな語り口に癒さ
れ、子どもへのまなざしが優しくなれると思い
ます。
日　時　１月 14 日（土）10 時～ 12 時　　
場　所　大口ふれいあいセンター 3 階
　　　　多目的ホール
対象者　子どもの気持ちを知りた
　　　　い人ならどなたでも。
託　児　あり（要予約）
　子育て支援センタールピナス

（☎� 5080）まで予約してください。

申込み
先着順になります

　団地名 所在地 戸数 間取り 建設年度 使用料（円）
 崎山団地  伊佐市大口田代 283 番地 1 ２ ３ＤＫ  昭和 58 13,300 ～
 針持団地  伊佐市大口針持 314 番地 ２ ３ＤＫ  昭和 58 13,500 ～
 郡山団地  伊佐市大口牛尾 24 番地 1 ４ ３ＤＫ  昭和 51 ～ 57 10,100 ～
 重留西第１団地  伊佐市菱刈重留 1301 番地 １ ３ＤＫ  昭和 60 18,500 ～
 重留西第 2 団地  伊佐市菱刈重留 1301 番地 １ ３ＤＫ  平成３ 20,800 ～
 瓜之峰第１団地  伊佐市菱刈南浦 308 番地 １ ３ＤＫ  昭和 54 12,100 ～
 湯之尾団地  伊佐市菱刈川北 2356 番地 1 １ ３ＤＫ  昭和 55 15,000 ～

入居資格　○世帯用は同居している親族または婚約者を含む同居しようとする親族がある人
　　　　　○明らかに住宅に困っている人 
　　　　　○定められた収入基準以上の人 
　　　　　○市税などの滞納のない人 

申込・問い合わせ先　市建設課住宅係（菱刈庁舎）　　　　　  ☎�１３１１○内　　２２２７・２２２８

団地名 所在地 戸数 間取り 建設年度 使用料（円）
 こっがら団地（世帯用） 伊佐市大口小木原 422 番地 3 ５ ３ＬＤＫ  平成 10 44,000
 こっがら団地（単身用） 伊佐市大口小木原 422 番地 3 ２ １ＬＤＫ  平成 10 29,000

◎公営住宅

◎特定公共賃貸住宅

市営住宅入居者募集

“子どもの気持ちを知る”ための講演会

（平成 23 年 12 月１日現在）

入居資格　○同居している親族または婚約者を含む同居しようとする親族がある人
　　　　　○明らかに住宅に困っている人 
　　　　　○定められた収入基準以下の人 
　　　　　○市税などの滞納のない人
　　　　　※ただし、単身（高齢者、身体障がい者 1 ～ 4 級、生活
                      保護法に基づく被保護者など）でも申込できます。

講　師　齋藤眞人氏　立花高等学校校長

テーマ　「いいんだよ」は魔法のことば

講　師　白石正久氏　
龍谷大学社会学部臨床福祉学科教授

テーマ　
「子どもの気持ちに寄り添う子育て」
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Government Infomation

小
学
校

陸
上
記
録
会
結
果

【
１
０
０
ｍ
走
】

▽
５
年
女
子

１
位
　
竹
ノ
内
朋
奈
（
平
出
水
）   

15
秒
61

２
位
　
森
原
明
日
香
（
曽
木
）        

16
秒
42

２
位
　
山
内
葵
（
大
口
）      

　   

16
秒
42

▽
６
年
女
子

１
位
　
松
谷
舞
佳
（
大
口
）　        

15
秒
01

２
位
　
猪
鹿
月
風
花
（
大
口
）        

15
秒
09

３
位
　
杉
﨑
泉
美
（
羽
月
）         

15
秒
38

▽
５
年
男
子

１
位
　
山
下
竜
稀
（
曽
木
）            

15
秒
08

２
位
　
堀
竜
都
（
羽
月
）              

15
秒
09

３
位
　
加
治
木
脩
斗
（
大
口
）        

15
秒
46

▽
６
年
男
子

１
位
　
内
山
弦
太
（
大
口
）         
13
秒
96

２
位
　
吉
永
圭
佑
（
田
中
）　
　    

14
秒
11

３
位
　
林
大
日
（
大
口
）         

　
14
秒
35

【
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
】

▽
６
年
女
子

１
位
　
吉
本
璃
子
（
大
口
）        

　
10
秒
98

２
位
　
矢
野
恋
佳
（
山
野
）       

　 

11
秒
38

２
位
　
杉
﨑
泉
美
（
羽
月
）        

11
秒
38

▽
６
年
男
子

１
位
　
田
頭
計
斗
（
針
持
）        

10
秒
78

２
位
　
猩
々
景
斗
（
山
野
）　   

11
秒
05

３
位
　
河
野
信
司
（
大
口
）　    

11
秒
20

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

▽
５
年
女
子

１
位
　
曽
木
　
　
　
　
　
１
分
06
秒
59

２
位
　
山
野
　
　
　
　
　
１
分
07
秒
58

３
位
　
大
口
　
　
　
　
　
１
分
07
秒
88

▽
６
年
女
子

１
位
　
大
口
　
　
　
　
　
１
分
01
秒
01

２
位
　
大
口
　
　
　
　
　
１
分
02
秒
27

３
位
　
田
中
　
　
　
　
　
１
分
03
秒
35

▽
５
年
男
子

１
位
　
田
中
　
　
　
　
　
１
分
02
秒
79

２
位
　
大
口
　
　
　
　
　
１
分
03
秒
38

３
位
　
本
城
　
　
　
　
　
１
分
04
秒
49

▽
６
年
男
子

１
位
　
大
口
　
　
　
　
　
　
　
57
秒
57

２
位
　
田
中
　
　
　
　
　
　
　
58
秒
93

３
位
　
大
口
　
　
　
　
　
　
　
58
秒
95

【
走
り
幅
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位
　
山
内
葵
（
大
口
）        

３
ｍ
31 

cm

２
位
　
井
ノ
原
和
（
大
口
）   

３
ｍ
27 

cm

３
位
　
森
優
花
（
牛
尾
）        

３
ｍ
12 

cm

▽
６
年
女
子

１
位
　
松
谷
舞
佳
（
大
口
）   

３
ｍ
47 

cm

２
位
　
竪
山
明
花
（
大
口
）   

３
ｍ
30 

cm

３
位
　
内
山
紫
乃
（
大
口
）  

　  

３
ｍ
26 

cm

▽
５
年
男
子

１
位
　
羽
祢
田
泰
知
（
田
中
）  

３
ｍ
70 

cm

２
位
　
東
知
輝
（
山
野
）          

３
ｍ
51 

cm

３
位
　
白
石
大
十
（
田
中
）      

３
ｍ
40 

cm

▽
６
年
男
子

１
位
　
宮
下
賢
（
曽
木
）          

３
ｍ
87 

cm

２
位
　
浦
崎
直
哉
（
大
口
）      

３
ｍ
79 

cm

２
位
　
德
永
満
風
（
山
野
）   

　
３
ｍ
79 

cm

【
走
り
高
跳
び
】

▽
５
年
女
子

１
位
　
向
江
珠
梨
亜
（
針
持
）  

１
ｍ
10 

cm

２
位
　
二
渡
麻
衣
（
田
中
）      

１
ｍ
05 

cm

２
位
　
鎌
田
桃
花
（
菱
刈
）　    

１
ｍ
05 

cm

２
位
　
中
園
華
蓮
（
湯
之
尾
）
１
ｍ
05 

cm

▽
６
年
女
子

１
位
　
吉
本
璃
子
（
大
口
）　   

１
ｍ
25 

cm

２
位
　
前
田
七
都
（
大
口
）      

１
ｍ
15 

cm

３
位
　
宮
下
静
香
（
曽
木
）      

１
ｍ
10 

cm

▽
５
年
男
子

１
位
　
出
ノ
口
真
裕
（
山
野
）  

１
ｍ
18 

cm

２
位
　
久
木
田
慎
治
（
山
野
）    

１
ｍ
10 

cm

3
位
　
田
口
結
依
（
羽
月
）      

１
ｍ
10 

cm

▽
６
年
男
子

１
位
　
宮
原
将
志
（
田
中
）      

１
ｍ
25 

cm

２
位
　
崎
迫
流
星
（
菱
刈
）      

１
ｍ
25 

cm

３
位
　
藏
元
愛
樹
（
大
口
）      

１
ｍ
25 

cm

新新新

新

新新

おんがくの種まきコンサート
　鹿児島県が誇る「宝山室内アンサンブル」の演奏者 17 人によるファミリーコンサート（オーケストラ）。
多彩なプログラムで、幼児から大人まで楽しめます。

問い合わせ先　伊佐市文化会館　☎�６３２０

入場料（全席自由）　※当日券は 500 円増（小学生未満は除く）
　　　　一　般 … 1,000 円　高校生以下 … 500 円　
　　　　親子券 … 1,200 円　小学生未満 … 無料

チケット取扱　伊佐市文化会館、大口ふれあいセンター、
　　　　　　　菱刈ふるさといきがいセンター　ほか　

日 時

会 場

２月５日（日）　14 時開演

伊佐市文化会館大ホール

宝山室内

アンサンブル

昨年のクリスマスコンサート（宝山ホール）
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１区  鎌田大斗（菱刈）      2 分 54 秒
２区  永井智大（大口東）      8 分 22 秒
３区  大友翔太（曽木）      6 分 52 秒
４区  瀬戸口凌（大口中央）     8 分 00 秒
５区  宮下賢（曽木）      3 分 35 秒
６区  永田成也（忠元）      5 分 38 秒
７区  中條幸大（忠元）  10 分 08 秒
８区  今村佑美（羽月）      3 分 24 秒
９区  田之上昭弘（本城）      4 分 17 秒
10 区  矢野恋佳（山野）      3 分 45 秒 
11 区  西別府翔吾（大口東）     5 分 14 秒 
12 区  森良太（大口中央）      4 分 14 秒 
13 区  鶴丸怜（曽木）      7 分 52 秒

忠元チーム  が  優勝！
伊佐市ふれあい駅伝

各チーム成績
①忠元　　１時間 18 分 34 秒 ⑧田中Ａ　１時間 23 分 02 秒
②山野　　１時間 20 分 15 秒 ⑨湯之尾 　 1 時間 27 分 19 秒
③曽木　　１時間 20 分 55 秒 ⑩菱刈　 　1 時間 29 分 57 秒
④羽月　　１時間 21 分 50 秒 ⑪牛尾　 　1 時間 31 分 59 秒
⑤大口東　１時間 22 分 25 秒 ⑫田中Ｂ　   1 時間 32 分 32 秒
⑥大口中央　１時間 22 分 43 秒 ⑬針持　 　  1 時間 40 分 06 秒
⑦本城  　 　1 時間 22 分 57 秒

クラス優勝   Ａ：忠元　Ｂ：曽木　Ｃ：湯之尾
躍進賞   曽木　　２分 42 秒短縮

区間賞（敬称略）

　12 月４日、第４回伊佐市ふれあい駅伝が開催され、
忠元チームが３連覇を達成しました。
　晴天の下、13 チームが菱刈農村改善センター前を
スタート、伊佐市陸上競技場のゴールまで、13 区間
23.9 ｋｍを競いました。
　駅伝には少し暑い天気でしたが、沿道からのたくさ
んの声援に、選手たちは力強い走りで応え、たくさん
の新記録も生まれました。

新

新

新

新

新

「100 年 ブラジルへ渡った 100 人の女性物語」
　鮮やかな切手が貼られた封筒が届いたのは先月上旬。
送り主は、大口出身ブラジル在住の細樅良盛さん。
　中身は、１冊の本と“ふるさと”へ宛てられた手紙。『こ
の冊誌は、ブラジル日本移民百周年を記念して発行され
た、日本女性の自分史を集めた物語です。故郷の皆々さ
まに読んでいただければ幸いです。』
　移住者の過酷な生活が、100 人の女性の証言と写真に
よって遺されています。『ブラジルへ渡った 100 人の女
性物語　サンパウロ新聞社・編』は、大口図書館で借り
ることができます。ご覧ください。
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　南永小学校で、東京工業大学 OB でつくる
「蔵前工業会」鹿児島県支部による理科の出
前授業「くらりか」が、11 月 25 日に開かれ
ました。
　金魚にみたてた醤油さしを満水のペットボ
トルに入れてキャップを閉め、ボトルを握っ
たり離したりすると、金魚が浮いたり沈んだ
りする“浮沈子（ウキ）”づくりを体験しま
した。
　子どもたちは、かわいらしい模擬金魚の動
く姿をみて目を丸くして驚き、楽しみながら
理科について学びました。

　伊佐市は、平成 23 年１月１日、核兵器の
廃絶と世界恒久平和の実現を目指す「平和市
長会議」に加盟しました。
　これを記念し、長崎出身の日本を代表する
劇作家で演出家でもある岡部耕大氏によって
描かれた“被爆者 永井隆博士の物語「長崎
の鐘」”が 11 月 26 日、伊佐市文化会館で上
演されました。
　広島・長崎の被爆の悲劇を二度と繰り返さ
ないようにとのメッセージが込められた真実
の物語に、多くの観客は涙し、劇終盤の鐘の
音とともに、核兵器のない平和な世界の実現
を祈りました。

　昨年９月に市長が行った米や焼酎のトップ
セールスを受け、マカオのレストラン・ホテ
ル経営者やシェフをはじめ、地元有力者など
による視察団が伊佐市を訪れました。
　視察団は、大口酒造（株）や永池の圃場な
どを視察したあと、市長との意見交換会に臨
み、和やかな雰囲気の中、伊佐米や焼酎のマ
カオへの輸出について意思確認を行いました。
　また、視察団に同行していた現地のマスコ
ミからも熱心な取材が行われ、伊佐市への関
心が高いことがうかがわれました。世界レベ
ルでの伊佐の産品の提供に向け、また一歩前
進したと言えそうです。

浮
ふ ち ん し

沈子って何？

「長崎は、いまも祈っとります。」

歓迎！マカオの皆さん

　12 月 4 日、大口鳥巣の二反田孝男さん宅
にある水生植物園を舞台に、“ＮＨＫ鹿児島
ビデオクラブ”の撮影会が行われました。
　クラブ会員がカメラで狙うのは、一緒に参
加していた大口小学校の児童たち。めだかす
くいや池での魚釣りに夢中になってはしゃぐ
子どもたちの笑顔をビデオにおさめていまし
た。
　また、昼食には、伊佐農林高校地域応援団
も手伝い、おにぎりと猪汁が振舞われました。

水生植物園で撮影会
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　12 月 10 日、紅葉がわずかに残る“曽木の滝”を
中心に、導水路跡や完成したばかりの新曽木大橋と
散策路、野生の生き物が生息する自然を満喫しなが
ら、「曽木はっけんウォーキング」が行われました。
参加した 120 人は、これまで知らなかった意外な穴
場や、初の一般公開となった曽木の滝分水路を間近
で見学し、貴重な体験をしました。およそ３Km の
コースをゆっくり 2 時間散策したあとは、羽月西の
ダンベル体操チーム「わらべ」の女性陣による手づ
くりの昼食でもてなしを受け、心も身体も栄養補給
できた１日となりました。

曽木はっけんウォーキング

更生保護功労者法務大臣表彰

井手信二さん
（本城町・57 歳）

岩㟢秀雄さん
（木崎・75 歳）

旭日双光章 黄綬褒章

2011 年　秋の叙勲

新屋敷紀念さん
（上青木東・71 歳）

二反田善德さん
（松ノ口・63 歳）

福本千枝子さん
（下ノ木場・63 歳）

全国体育指導委員連合
体育指導委員功労者

日本 PTA 全国協議会表彰

羽月小学校ＰＴＡ

「健康増進月間」標語で知事賞

南拓真さん
（菱刈中学校２年）

　次の皆さんが、それぞれ
の分野で功績が認められ、
表彰を受けられました。
　おめでとうございます。

食
べ
過
ぎ
ず

脂
肪
を
燃
や
し
て低

燃
費



１
、
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど
に
は
、
必
ず
手
を
洗
い

　
　
ま
し
ょ
う
。

２
、
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が
あ
る
人
は
、
食
品
を
直
接

　
　
取
り
扱
う
作
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
感
染
者
に
接
す
る
人
は
、
便
や
お
う
吐
物
を
適
切
に
処

　
　
理
し
、感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
衣
服
・

　
　
物
品
や
嘔
吐
物
を
洗
い
流
し
た
場
所
の
消
毒
は
塩
素
系

　
　
消
毒
剤
や
漂
白
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

４
、
特
に
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
抵
抗
力
の
弱
い
人
は
、

　
　
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し

　
　
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
調
理
器
具
等
は
使
用
後
に

　
　
洗
浄
、
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

ノロウイルスへの感染を
予防しましょう

感染
ノロウイルスの感染経路

発症

生の二枚貝
に蓄積

発症

う
。
脱
水
症
状
が
ひ
ど
い
場
合

に
は
病
院
で
点
滴
を
行
う
な
ど

の
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
下
痢
止
め
薬
は
、
病
気
の
回

復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
使
用
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
。

症
状

　
潜
伏
期
間
（
感
染
か
ら
発
症

ま
で
の
時
間
）
は
24
～
48
時
間

で
、
主
症
状
は
吐
き
気
、
お
う

吐
、
下
痢
、
腹
痛
で
あ
り
、
発

熱
は
軽
度
で
す
。
通
常
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
１
～
２
日
続
い
た

後
、
治
ゆ
し
、
後
遺
症
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
感
染
し
て
も

発
症
し
な
い
場
合
や
軽
い
風
邪

の
よ
う
な
症
状
の
場
合
も
あ
り

ま
す
。

予
防
方
法

　
感
染
し
た
人
の
便
や
お
う
吐

物
に
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
排

出
さ
れ
ま
す
。
人
か
ら
人
へ
の

直
接
感
染
、
飛
沫
感
染
を
予
防

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
予
防

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
一
年

を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食

品
な
ど
を
介
し
て
、
口
か
ら
感

染
し
、
ヒ
ト
の
腸
内
で
増
殖
し
、

お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
を

起
こ
し
ま
す
。
健
康
な
人
は
軽

症
で
回
復
し
ま
す
が
、
子
ど
も

や
お
年
寄
り
な
ど
で
は
重
症
化

し
た
り
、
吐
い
た
物
を
誤
っ
て

気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
こ
の
ウ
イ

ル
ス
に
効
果
の
あ
る
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
治
療
は
点
滴
な
ど
の
対
症

療
法
に
限
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

体
力
の
弱
い
乳
幼
児
、
高
齢
者

は
、
脱
水
症
状
を

起
こ
し
た
り
、
体

力
を
消
耗
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
、
水
分
と
栄
養

の
補
給
を
充
分
に
行
い
ま
し
ょ

ノロウイルス

バイバイ

河川  海

ヒトの腸内
で増殖

手指・調理器具
を介して食品へ

食品

便・吐物処理の
際には感染吐物
の乾燥粒子を吸
収し感染

下水

便 吐物

感染者の便・吐
物には多量のノロ
ウイルスが存在
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デトックス食材で

スッキリ！

レ シ ピ

　「も
う
正
月
に
は
太
ら
な
い
」と
誓
っ

て
か
ら
一
年
。
太
る
の
は
、
正
月
だ
け

で
は
な
い
と
知
り
な
が
ら･･･

気
づ
か

な
い
ふ
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　日
々
の（
脂
肪
の
）積
み
重
ね
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
年
末
年
始
。
少
し
で
も
体

重
増
を
免
れ
た
い
私
は
、
昨
年
、
カ
ロ

リ
ー
抑
え
め
の
「
根
菜
鍋
」
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
カ
ロ
リ
ー
を
抑

え
つ
つ
、〝
し
っ
か
り
出
す
〟
こ
と
に

も
注
目
。

　〝
し
っ
か
り
出
す
〟
と
は
、
便
通
を

良
く
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、

生
活
の
中
で
、
排
気
ガ
ス
や
食
べ
物
か

ら
、
か
ら
だ
に
取
り
込
ん
だ
「
毒
素
」

を
排
出
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
デ
ト
ッ
ク
ス
」
で
す
。

　目
先
の
体
重
減
や
将
来
の
健
康
の
た

め
に
も
、｢

毒
素｣

た
ち
を
追
い
出
し
、

健
康
で
美
し
い
か
ら
だ
つ
く
り
を
し
た

い
も
の
で
す
。

　デ
ト
ッ
ク
ス
に
は
、
岩
盤
浴
や
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
断
食
な
ど
の
方
法
も

あ
り
ま
す
が
、
普
段
の
食
生
活
で
も
意

識
す
る
だ
け
で
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　デ
ト
ッ
ク
ス
レ
シ
ピ
の
基
本
は
、
食

物
繊
維
を
多
く
含
ん
だ
食
材
、
つ
ま
り

〈材　料〉　（４人分）
トマト　　　　２個　　　　ピーマン　　　２個
キャベツ　　 1/4 個　　　　玉ねぎ    　     小１個
人参　　　　小１本　　　　ごぼう　　　  1/4 本
にんにく　　２かけ　　　　ベーコン   　     １枚
豆腐　　　　 1/2 丁　　　　えのき          　  ２束
しょうが汁　大さじ１　　　　オリーブオイル 　大さじ１
コンソメ　　　適量　　　　塩・黒こしょう　　適量

　
①ごぼうは、斜めに薄切りし水につけてあく抜きをしてお
　く。その他の野菜は食べやすい大きさに切っておく。
②オリーブオイルを熱し、薄切りにしたにんにくを香りが
　でるまで炒め、１cm くらいに切ったベーコンと玉ねぎ
　を加え、玉ねぎがしんなりするまで炒める。
③②に人参とごぼうを入れて炒め、トマト、ピーマン、キャ
　ベツ、えのきを入れ軽く火が通ったら、ひたひたになる
　まで水を加え、30 分程煮る。あくは丁寧にとる。
④しょうが汁を入れ味をみて、好みでコンソメ、塩・黒こ
　しょうで味を整える。
⑤豆腐を崩しながら入れて、軽くひと煮立ちしたらできあ
　がり。※カレーパウダー、タバスコでアレンジもあり。

〈作り方〉

デトックス☆スープ

｢ もう正月には太らない２｣

便
通
を
促
す
食
材
を
多
め
に
取
り
入
れ

る
こ
と
。
汁
物
な
ど
に
野
菜
を
多
く
入

れ
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
に
果
物
を
加
え
た

り
、
お
や
つ
も
、
お
菓
子
で
は
な
く
サ

ツ
マ
イ
モ
や
果
物
に
す
る
だ
け
で
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
野
菜
を
摂
る
と
い
っ
て
も

農
薬
た
っ
ぷ
り
で
は
逆
効
果
で
す
か
ら
、

無
農
薬
や
有
機
野
菜
を
選
ぶ
こ
と
が
理

想
で
す
。

　デ
ト
ッ
ク
ス
料
理
に
適
度
な
運
動
を

プ
ラ
ス
し
て
、「
今
年
の
正
月
こ
そ
は

太
ら
な
い
！
」

◆
デ
ト
ッ
ク
ス
食
材

　ご
ぼ
う
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

バ
ナ
ナ
、
リ
ン
ゴ
、
し
そ
、
う
め
ぼ
し
、

し
ょ
う
が

　な
ど

からだに栄養
伊佐の味 食生

おいしいものでいきいき笑顔になるなる

Vol.15

ス
ー
プ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成のため、免許証な
ど、本人を確認できるものをご持参くだ
さい。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
あかりの湖畔　青山七恵　（出版：中央公論新社）
　たったひとつの家族だからこそ、打ち明けられ
ない「秘密」がある。大きな湖のほとりにある「お
休み処・風弓亭」の三姉妹。平穏な暮らしの中の
小さな分岐点が、彼女たちの運命を変えていく…。

　　　（新刊全点案内より引用）

【１月の休館日】
１月 10 日（火）・16 日（月）
　　 23 日（月）  ・30 日（月）

【図書館へ献本】
大迫嘉久さん　（霧島市）　　
山本澄子さん　（薩摩川内市）
永山保雄さん　（尾之上）　　
ISART　　　　（伊佐市）

【　児　童　】
どこいったん ジョン・クラッセン
わがままくまさん ねじめしょういち
ブリキ男よしあわせに 内田麟太郎
ツチノコ温泉へようこそ 中山聖子
へんしんかいじゅう あきやまただし

【　一　般　】
ルーズヴェルト・ゲーム 池井戸潤
ジェントルマン 山田詠美
名のないシシャ 山田悠介
領土 諏訪哲史
ヒア・カムズ・ザ・サン 有川浩

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　１月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　伊佐市立大口図書館

たのんだよぉ～

イラスト：長尾美紀さん

今年もたくさん
のご利用お待ちし
ています♪
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問
い
合
わ
せ
先

　市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　☎
�
１
３
１
１
○内
　　　　　　　　　　　　１１
２
８

問
い
合
わ
せ
先

　消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）

　☎
�
１
３
１
１
○内
　　　　　　　　　　　　１２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

　国
の
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
の
な
か
で
男
性
に
と
っ
て
の
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
基
本
的
方
向

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　男
性
自
身
の
男
性
に
関
す
る
※
「
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
の
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
長
時
間
労
働
の
抑
制

等
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
り
、
男
性
の

地
域
生
活
や
家
庭
生
活
へ
の
参
画
を
進

め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ご
近
所
と
の
お
付
き
合
い
は
？
ど
う

し
た
ら
、
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
？

地
域
の
人
と
つ
な
が
り
た
い
！
な
ど
普

段
思
っ
て
い
る
疑
問
を
解
決
し
ま
せ
ん

か
。　県

で
は
「
男
性
の
た
め
の
地
域
デ

ビ
ュ
ー
講
座
～
今
か
ら
準
備
！
私
の
居

場
所
と
出
番
づ
く
り
～
」
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

日

　時

　２
月
19
日
（
日
）
14
時
～
17
時

場

　所

　か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

対

　象

　男
性

申

　込
　２
月
14
日
ま
で
に
か
ご
し
ま
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
０
３

　詳
し
く
は
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
と

　は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
個
人
の
能
力

　等
に
よ
っ
て
役
割
の
分
担
を
決
め
る

　こ
と
が
適
当
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

　ず
、
男
性
、
女
性
と
い
う
性
別
を
理

　由
と
し
て
、
役
割
を
固
定
的
に
わ
け

　る
こ
と
。簡
単
に
言
う
と「
男
は
仕
事
、

　女
は
家
庭
」 

や
「
男
は
主
要
な
業
務
、

　女
は
補
助
的
業
務
」
な
ど
、
性
別
で

　役
割
を
決
め
て
い
る
こ
と
。

一
人
で
悩
ま
ず　勇

気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
ま
す
。

開
催
日

　１
月
11
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時

　間

　13
時
30
分
～
16
時

場

　所

　大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
契
約
は
成

立
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
面
の
ク
リ
ッ
ク
は

よ
く
考
え
て
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
申
し
込
み
の
ク
リ
ッ
ク
の
後

に
、
本
当
に
こ
の
内
容
で
契
約
す
る
か

確
認
す
る
画
面
が
な
い
場
合
、
消
費
者

は
業
者
に
、
契
約
は
無
効
で
す
と
主
張

で
き
ま
す
。

【
か
し
こ
い
消
費
者
度
チ
ェ
ッ
ク
】

　子
ど
も
た
ち
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お

正
月
で
お
金
を
持
っ
て
い
る
時
期
で
す
。

こ
の
機
会
に
消
費
生
活
に
つ
い
て
も
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

  

問
題
1
．

　ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
づ
か
い
を

使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
に
は
内
緒
で
し
た
が
、
未
成
年
な
の

で
お
母
さ
ん
が
契
約
を
取
り
消
し
て
、

使
っ
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

①
返
し
て
も
ら
え
る

②
返
し
て
も
ら
え
な
い

  

問
題
2
．

　大
好
き
な
ア
イ
ド
ル
の
Ｃ
Ｄ
を
買
い

た
い
の
で
す
が
、
お
こ
づ
か
い
が
足
り

ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

①
友
達
か
ら
お
金
を
借
り
て
買
う

②
お
こ
づ
か
い
を
貯
め
て
か
ら
買
う

  

問
題
3
．

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

無
料
の
ア
イ
ド
ル
の
サ

イ
ト
を
見
て
い
た
ら
、

有
料
サ
イ
ト
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
、「
8
万

円
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
き
ま

し
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

①
「
間
違
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
ま
し
た
」

　と
電
話
す
る

②
家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
市
町

　村
役
場
に
相
談
す
る

答
え
：
問
題
1
②
問
題
2
②
問
題
3
②

未
成
年
者
契
約
の
取
消

　未
成
年
者
（
満
20
歳
未
満
）
が
契
約

す
る
場
合
、
親
の
同
意
が
必
要
で
す
。

親
が
同
意
し
て
い
な
い
契
約
は
、
本
人

ま
た
は
親
が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
契
約
は
成
立
す
る
の
？

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
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‐
結
い
‐

　日
々
の
生
活
の
中
で
、「
他
人
に
支
え

ら
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　古
く
は
「
結
い
（
ゆ
い
）」
と
呼
ば
れ

る
地
域
連
携
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
労
働

力
を
対
等
に
交
換
し
あ
っ
て
、田
植
え
・

稲
刈
り
、
農
の
営
み
や
住
居
な
ど
生
活

の
営
み
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
「
支
え
あ
い
」
で
し
た
。

　し
か
し
、
農
作
業
の
機
械
化
や
人
々

の
住
環
境
も
向
上
し
て
い
く
な
か
、「
結

い
」
の
精
神
は
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

‐
今
で
も
支
え
ら
れ
て
い
る
‐

　火
事
や
災
害
時
な
ど
の「
非
常
事
態
」

に
活
躍
す
る
消
防
団
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
、
普
段
か
ら
訓
練
や
備
品

の
整
備
、
啓
発
活
動
に
多
く
の
時
間
を

費
や
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
自
宅
に
届
け
ら
れ
る
広
報
紙
、

道
路
わ
き
に
植
え
ら
れ
た
花
々
、
暗
い

夜
道
を
照
ら
す
防
犯
灯
、
横
断
歩
道
に

立
ち
子
ど
も
た
ち
を
見
送
る
笑
顔
、
何

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先

　市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　☎
�
１
３
１
１
○内
　１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

気
な
い
日
常
の
中
で
、
私
た
ち
は
多
く

の
人
々
の
活
動
に
よ
り
、
支
え
ら
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

‐
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
‐

　景
気
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
な
ど
、
伊
佐
市
が
抱
え
る
問
題
は
、

も
は
や
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

　市
で
は
「
市
民
だ
れ
も
が
活
躍
で
き

る
自
治
づ
く
り
」
の
基
本
方
針
の
も
と
、

安
全
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
市
民
参
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
市
民
参
画
の
中
心
と
な
る
の
が
、

自
治
会
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
魅
力

あ
る
自
治

会
・
校
区
、

そ
し
て
伊

佐
市
に
つ

な
が
っ
て

い
く
の
で

す
。

山野校区の鬼火焚き情報（H23.12.12 現在）
１月１日（日）17 時～　小木原下
　　　　　　　17 時 30 分～　上松
１月２日（月）17 時～　井立田
　　　　　　　18 時～　小木原東・石井
１月 3 日（火）18 時～　小川内
１月 7 日（土）18 時～　本町
　各自治会で実施していますが、地区外から
の参加も大歓迎です。
問い合わせ先・山野校区コミュニティ協議会

☎�０４０７（月・水・金に限る）

●イベント情報などは、各校区のコミュニティ
　協議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日
　締切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
　※内容や紙面の都合により、掲載できない場
　　合もあります。

共生協働推進係からお知らせ

▲校区まちづくり会議（南永校区）

　昨年 12 月から、校区コミュニティ
協議会が中心となり、“5 年後、10 年
後の校区の将来を創造しよう！”と、

「校区まちづくり会議」がはじまって
います。
　会議では、地域の課題を共有し、そ
こにある資源・宝を活かすために、今
年８月を目標に、「校区振興計画」を
つくり上げていきます。
　地元コミュニティ協議会からの協力
要請がありましたら、積極的な参加を
お願いします。
　「結いのまち」のコーナーでは、“と
もに支えあう  まちづくり”をめざし
て、さまざまな情報を発信していきま
す。今後もご期待ください。

コミュニティ通信

第
１
回
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伊佐市からのお知らせ

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃
棄

物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
収
集
日
は
、
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
１
月
11
日
（
水
）
８
時
～
15
時

※
12
時
～
13
時
は
除
く
。
　
　
　

収
集
処
分
場
所
　
㈱
三
宝
保
全

　
伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１
―
７
３

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

　
農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
用
・

ト
ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料
ラ
ッ
ピ
ン
グ

　
伊
佐
市
食
育
推
進
協
議
会
で
は
、
食
育
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
い
て
「
伊
佐
市
食

育
推
進
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
１
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場
　
　
所
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
　
　
　
　
世
代
間
交
流
室

講
　
　
師
　
原
口
泉
氏

　
鹿
児
島
県
食
育
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　

市
農
政
課
振
興
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
５

お
知
ら
せ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理

伊
佐
市
食
育
推
進
講
演
会
の
開
催

用
フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
、
育
苗
ポ
ッ
ト
等

処
分
料
金
　

1
㎥
当
り
２
、３
０
０
円

産
業
廃
棄
物
税
　
１
ｔ
当
り
１
、０
０
０
円

経
費
負
担
割
合

　
市
・
農
協
で
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

を
行
い
ま
す
。

そ
の
他

▽
補
助
金
は
後
日
清
算
し
ま
す
。

▽
処
分
場
に
搬
入
す
る
際
は
、
処
分
料
金
と

　
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
搬
入
物
の
検
査
、
量
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
を
運
搬
す

　
る
場
合
、
車
両
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え

　
付
け
が
必
要
で
す
。
不
備
の
場
合
、
罰
せ

　
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
車
両
表
示
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
販
売

　
北
さ
つ
ま
農
協
伊
佐
支
所
管
内
の
各
支
所

で
、
６
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。（
当

日
会
場
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適
正

処
理
推
進
協
議
会
（
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組

合
駅
前
支
所
生
産
資
材
課
）
☎
�
０
２
２
６

　
姶
良･

伊
佐
地
区
で
、
農
業
・
林
業
・
水

産
業
の
法
人
等
へ
の
就
業
・
研
修
を
希
望
す

る
人
ま
た
は
新
た
に
就
農
を
考
え
て
い
る
人

や
企
業
等
の
農
業
参
入
者
を
対
象
に
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
１
月
６
日
（
金
）
13
時
～
16
時

場
　
　
所

　
姶
良･

伊
佐
地
域
振
興
局
４
階
中
会
議
室          

　
姶
良
市
加
治
木
町
諏
訪
町
１
２

対
象
者    

姶
良･

伊
佐
地
区
で

就
農
・
就
業
相
談
会
を
開
催

　
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
所
を
希
望
す
る
人

の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
受
付
日
は
保
育
園
ご
と
に
日
程
を
組
ん
で

あ
り
ま
す
が
、
都
合
の
悪
い
人
は
指
定
の
日

保
育
園
入
所
受
付
に
つ
い
て

以
外
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

受
付
日

▽
１
月
23
日
（
月
）　
　
　

　
大
口
保
育
園
・
大
口
里
保
育
園
・
山
野
保

　
育
園

▽
１
月
24
日
（
火
）
み
ど
り
保
育
園
　
　
　

▽
１
月
25
日
（
水
）

　
羽
月
保
育
園
・
紅
洋
保
育
園

▽
１
月
26
日
（
木
）　
　
　

　
明
徳
寺
保
育
所
・
あ
ゆ
み
保
育
園
・
市
外

　
保
育
園

▽
１
月
30
日
（
月
）　
　
　

　
慈
光
保
育
園
・
ひ
し
か
り
保
育
園
・
湯
之

　
尾
保
育
園
・
本
城
保
育
園
・
田
中
保
育
所

受
付
場
所
・
時
間

◇
1
月
23
日
（
月
）
～
26
日
（
木
）　

　
市
福
祉
事
務
所
前
会
議
室
（
大
口
庁
舎
別

　
館
１
階
）
９
時
～
19
時

◇
1
月
30
日
（
月
）

　
市
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）
９
時
～
19

　
時

※
指
定
日
以
外
の
受
付
は
市
福
祉
事
務
所
（

　
大
口
庁
舎
）
の
み
と
な
り
ま
す
。
受
付
時

　
間
は
９
時
～
17
時
で
す
。

持
参
す
る
も
の

　
源
泉
徴
収
票
（
な
い
場
合
は
、
こ
れ
に
変

わ
る
も
の
）、
就
労
証
明
書
等
、
家
庭
調
査
票
、

保
育
料
連
帯
納
付
誓
約
書

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
３

○
農
業
を
始
め
て
み
た
い
人

　（
Ｕ
タ
ー
ン
、
新
規
参
入
）

○
農
業
・
林
業
・
水
産
業
の
法
人
等
へ
の
就

　
業
を
考
え
て
い
る
人

○
そ
の
他
、
就
農
・
就
業
に
関
心
の
あ
る
人

　（
企
業
等
の
農
業
参
入
を
含
み
ま
す
）

内
　
　
容

○
就
農
に
関
す
る
総
合
相
談

○
農
業
・
林
業
・
水
産
業
の
法
人
等
へ
の
就

　
業
、
研
修
等
の
相
談

問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
振
興
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
４

姶
良･

伊
佐
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部
農
政

普
及
課
伊
佐
市
駐
在
　
　
　
☎
�
５
１
２
９
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誕

　生

 

（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

市
来

　真ま
な
と翔
（
真
行
・
重
留
西
）

面
高

　眞し
ん

（
英
樹
・
朝
日
町
）

加
藤

　陽ひ

な凪
（
美
季
・
仲
町
）

酒
匂

　大た
い
せ
い晟
（
隆
宏
・
菱
刈
ハ
イ
ツ
）

下
津

　葵
あ
お
い
（
亮
・
浜
里
）

白
坂

　海か
い
と翔
（
和
也
・
西
水
流
）

諏
訪

　蓮れ
ん
し
ろ
う

士
朗
（
省
吾
・
諏
訪
馬
場
）

竹
之
内

　琉る

い衣
（
信
二
・
八
坂
町
）

鶴
田

　愛ま

な菜
（
正
一
・
小
木
原
上
中
）

中
島

　花か
ん
な菜
（
健
作
・
花
北
下
）

中
村

　美み
さ
き咲
（
久
徳
・
崎
山
）

濱
田

　琉る

い維
（
誠
・
前
目
宇
都
）

益
園

　太た
い
せ
い晴
（
浩
史
・
朝
日
町
）

益
園

　優ゆ

う空
（
翔
太
・
大
田
）

（
11
月
１
日
～
11
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

赤
崎

　文
哉

　
　
　87

　（井
手
原
）

吾
孫
子

　政
寛

　
　66

　（西
本
町
）

稲

　照
美

　
　
　64

　（千
束
松
）

岩
下

　晋
一
郎

　
　51

　（下
目
丸
）

榊

　ト
ミ
子

　
　
　83

　（戸
切
）

下
別
府

　サ
チ
子

　68

　（水
ノ
手
）

住所 : 伊佐市大口小木原 899TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp タケシタの家造り 検索

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

住宅エコポイント再開しました。

エコ住宅の新築・エコリフォーム

詳しくはお問い合わせください。

本年もよろしくお願いいたします。

提携銀行（鹿銀・南銀・JA）の場合、

金利がお得に。　

長期優良住宅・フラット 35・35S も可能

広告

太陽光発電のある暮らし

多
賀

　ミ
チ
子

　
　84

　（西
本
町
）

畑
井
田

　和
義

　
　80

　（大
口
病
院
）

福
村

　ハ
ル
ノ

　
　84

　（井
手
原
）

蓑
田

　良
治

　
　
　80

　（牛
尾
）

山
野
地
区

大
川

　千
惠
子

　
　61

　（小
木
原
上
）

坂
本

　政
春

　
　
　70

　（上
之
馬
場
）

新
⻆

　ハ
ル
ヱ

　
　88

　（小
木
原
中
）

西

　
　子

　
　
　
　75

　（境
目
）

羽
月
地
区

下
一
ノ
宮

　強

　
　92

　（鳥
巣
下
）

中
西

　勝
子

　
　
　89

　（川
岩
瀬
）

東

　ク
サ
ノ

　
　
　93

　（大
島
北
）

久
野

　義
康

　
　
　75

　（豊
原
）

西
太
良
地
区

今
増

　勇
男

　
　
　95

　（田
原
）

西
田

　ニ
ヲ

　
　
　80

　（土
瀬
戸
）

山
上

　藤
惠

　
　
　95

　（川
西
）

菱
刈
地
区

石
川

　ヱ
イ
子

　
　85

　（山
田
中
原
）

伊

　キ
ヨ
子

　
　75

　（中
野
）

瓜
生
島

　政
信

　
　76

　（重
留
西
）

鎌
田

　マ
ス
子

　
　84

　（川
北
麓
中
）

上
田
代

　早
苗

　
　88

　（薬
師
）

久
保

　邦
雄

　
　
　76

　（築
地
下
）

黒
田

　清
德

　
　
　85

　（東
市
山
）

瀬
戸
口

　勝

　
　
　85

　（重
留
東
）

中
島

　久
二
男

　
　88

　（町
舟
津
田
上
）

畑
中

　敏
行

　
　
　82

　（荒
田
上
）

林

　験

　
　
　
　
　85

　（湯
之
元
）

松
﨑

　畩
則

　
　
　85

　（新
川
）

　
【
今
月
の
表
紙
】

　12
月
16
日
、
針
持
小
学
校
で
行
わ
れ
た
餅

つ
き
の
様
子
で
す
。

　全
校
生
徒
24
人
で
育
て
た
餅
米
を
、
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
と
一
緒

に
つ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
つ
き
た

て
の
お
餅
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。

広告広告
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文 湧水町
湯之尾小
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人口のうごき

H23.12. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,634 人　  （－    46）
　男　　13,696 人　  （－   16）
　女　　15,938 人　  （－     30）
世帯数　14,264 世帯  （－     23）

◆ ◆

hot spring
施設名　大口温泉高熊荘
料　金　大　人　250 円
　　　　子ども　180 円　乳幼児は無料
※高齢者団体（15 人以上）、70 歳以上
　の高齢者または障害者手帳交付を受け
　ている人は 180 円　　　　
時　間　9:30 ～ 21:00　
　　　　12 月 31 日は 17:00 まで
休業日　毎週月曜日　１月１日～２日
連絡先　☎�６２００　
　山あいの小さな源泉かけ流し温泉。泉
質は、くせのないやわらかなお湯です。
ゆったりのんびり楽しんでください。

施設名　黄金湯（ひしかり交流館）　
料　金　無料　※足湯のみ
時　間　9:00 ～ 17:00　
休業日　毎週月曜日
　　　　12 月 29 日～１月３日　
連絡先　☎�４７０９
　住友鉱山の金鉱床から湧き出る温泉を
利用した足湯です。
　隣接のひしかり交流館では、金鉱石も
販売しています。

ふれあいセンターを経由して山野方面と
曽木方面に送迎バスが運行しています。
時間については、電話で確認を !!

足湯でも体中がぽっかぽかになりまし
た。気軽に利用してみてください。

高熊荘

comment

comment

　人
は
願
い
が
あ
る
時
、
神
さ
ま
に
祈
り
た
く

な
り
ま
す
が
、
昨
年
、
見
て
複
雑
な
気
持
ち
に

な
っ
た
光
景
の
話
を
し
ま
す
。

　車
を
運
転
中
、
人
影
に
気
づ
き
ス
ピ
ー
ド
を

緩
め
ま
し
た
。
腰
を
か
が
め
祈
る
よ
う
な
格
好

を
し
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
、「
事
故
が
あ
っ
た

場
所
か
な
」
と
、
少
し
目
を
そ
ら
し
通
り
過
ぎ

ま
し
た
。
帰
り
道
、
同
じ
場
所
を
見
る
と
小
さ

な
赤
い
鳥
居
が
建
っ
て
い
ま
す
。
私
の
知
る
限

り
、
こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
防
ぐ
（
鳥

居
が
神
さ
ま
を
連
想
さ
せ
ゴ
ミ
を
捨
て
づ
ら
く

な
る
）
た
め
の
は
ず･･･

。
鳥
居
の
前
に
お
賽

銭
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
大
抵
の
人
は
、
自
分

の
こ
と
を
祈
る
の
で
し
ょ
う
が
、
あ
の
人
は
何

を
こ
こ
で
祈
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
少
し
ゴ
ミ
の

散
れ
た
山
に
あ
る
〝
作
り
物
の
鳥
居
〟
を
見
て

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

　今
年
の
初
詣
、
何
を
祈
り
ま
す
か
。
今
も
被

災
地
の
状
況
を
目
に
す
る
と
心
が
ぎ
ゅ
っ
と
な

っ
て
涙
が
で
ま
す
。
何
も
で
き
な
い
こ
と
が
歯

が
ゆ
い
で
す
が
、
今
年
は
、
心
の
底
か
ら
〝
人

の
た
め
〟
に
願
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

黄金湯
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